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Shinko
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神鋼病院理念

基本方針

１．患者さんの立場にたった｢あたたかい｣
　　医療を提供します。

２．個人の尊厳と生活の質を重視した
　　医療を実践します。

３．より良い医療を提供するために、
　　常に学・技の研鑽に励みます。

４．全ての領域における医療安全に
　　最大限の注意を払います。

５．快適で清潔な医療環境の構築に
　　努力します。

地域医療に貢献し、

信頼される病院を目指します。

医療法人社団 神鋼会 神鋼病院

・脳神経外科のご紹介

　「脳卒中について詳しくなろう」

・Information

　新入職医師のご紹介

　講習会のご案内

・ヘルシーレシピ

　夏野菜のラタトゥイユ
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Shinko Hospital

夏野菜のラタトゥイユ

　今が旬の夏野菜は、カロチンやビタミンなどの栄養価が
高く、暑さでほてった体を冷やす作用もあるので夏バテ予
防に効果的です。
　トマトの赤い色に含まれるリコピン（カロチンの一種）
の抗酸化作用は、βカロチンの２倍の威力があり、ピーマ

玉ねぎ・パプリカ(黄)・ピーマンは１口大、トマトは種をとって
角切り、茄子・ズッキーニは１㎝の半月切りにする。
フライパンにオリーブ油をひき、玉ねぎが少し透き通る位まで
中火で炒め、ピーマン・パプリカ(黄)を入れてさらに炒める。
続いてズッキーニを炒め、少しクタっとなれば茄子を入れ、弱
火にして蓋をし、蒸し焼きにする。
全体がしんなりしたら、トマト・コンソメ・白ワインを入れ煮
込む。
水分が飛んで煮詰まったら、Ａの調味料を入れ、少し煮込んで
出来上がり。

【作り方】

ヘルシーレシピ
－ Healthy Recipe －

【1人分栄養量】 
88kcal、蛋白質 2.1g 、脂質 2.8g、塩分 0.8ｇ、ビタミンＣ63㎎

管理栄養士　髙松 恵里

①

②

③

④

⑤

Information 1
新入職医師のご紹介

「リウマチ教室」は、お申し込みが必要です。
詳しくは病院ホームページまたはお電話でお問い合わせください。

【材　料】　2人分

A

・玉ねぎ
・茄子
・ズッキーニ
・パプリカ（黄）
・ピーマン
・トマト
・コンソメ
・オリーブ油
・白ワイン
・塩
・ウスターソース
・ケチャップ

中１/２個
１/３本
１/３本
１/２個
１個
小１個

小さじ１/２
小さじ１
２５cc
０.４ｇ

小さじ１/４
小さじ１/４

ンのビタミンＣは加熱しても壊れにくい性質を持っています。
　そこで夏野菜をたっぷり使用したラタトゥイユを紹介します。南仏プロバンス生まれの
家庭料理で、あたためても冷たくしても美味しく召し上がれますよ !!

上野　泰
Yasushi Ueno

京都大学 平成 4 年卒

脳神経外科 部長

日本脳神経外科学会専門医

日本脳卒中学会専門医

日本脳神経血管内治療学会専門医

日本がん治療認定医機構認定医

日本神経内視鏡学会技術認定医

脳神経外科・脳卒中について
神鋼病院 脳神経外科は、積極的な脳卒中救急治療に取り組んでおります。
脳卒中は時間との戦いです。脳卒中をよく理解し、予防につとめましょう。

Information 2
講習会のご案内

■ 糖尿病教室のご案内
日時：2012 年９月 25日（火）14：00～ 15：00（開場 13：30）
場所：神鋼病院呼吸器センター５階　大会議室
内容：『糖尿病の検査について』、『運動療法について』

■ 第６回膠原病・リウマチ教室のご案内
日時：2012 年 10月６日（土）　14：00～ 16：00
場所：神鋼病院呼吸器センター５階　大会議室
内容：『リウマチ性疾患の社会的・公共的支援』
　　　膠原病リウマチセンター　岡田 信彦 先生
お問合せ：078-261-6711（病院代表）



　

脳
卒
中
に
な
っ
た
ら
緊
急
で
Ｃ

Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
・
頚
部
エ
コ
ー
・

心
エ
コ
ー
・
脳
血
流
シ
ン
チ
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
）
・
脳
血
管
造
影(

ア
ン
ギ
オ)

な

ど
の
検
査
を
行
い
、
速
や
か
に
病

型
を
分
類
し
、
各
々
の
病
型
に
応

じ
た
治
療
を
講
じ
ま
す
。

　

脳
卒
中
は
入
院
治
療
が
基
本
で

す
。
出
来
る
だ
け
早
期
に
病
気
を

発
見
し
、
早
期
に
脳
卒
中
チ
ー
ム

を
有
す
る
病
院
に
搬
送
し
（
発
症

か
ら
２
時
間
以
内
に
病
院
に
到
着

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）
、
速
や
か

に
薬
物
療
法
・
外
科
的
治
療
な
ど

適
切
な
治
療
を
開
始
、
そ
し
て
急

性
期
治
療
が
済
め
ば
速
や
か
に
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
院
に
転
院
し
、
理

学
療
法
、
作
業
療
法
、
言
語
療
法

な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
に
専
念
す
る
こ
と

が
患
者
さ
ん
回
復
の
決
め
手
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ひ
と
つ
の
科
で

は
な
く
脳
神
経
内
科
・
脳
卒
中
内

科
・
脳
神
経
外
科
・
放
射
線
科
・
循

環
器
内
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
な
ど
脳
卒
中
に
関
わ
る
全
て
の

科
の
医
師
・
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー
ム
を

作
り
、
集
学
的
に
治
療
を
施
行
し

て
行
く
の
が
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
病
床
が
脳
卒

中
集
中
治
療
室
（
ス
ト
ロ
ー
ク　

ケ

ア
ユ
ニ
ッ
ト
：
Ｓ
Ｃ
Ｕ
）で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
脳
卒
中
は
大
変
な

病
気
で
す
が
、
発
症
後
す
ぐ
に
治

療
す
れ
ば
治
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
ま
ず
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
よ

う
に
予
防
す
る
、
そ
し
て
脳
卒
中

に
な
っ
た
ら
出
来
る
だ
け
早
く
病

院
に
来
て
治
療
を
開
始
す
る
事
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

脳
卒
中
の
症
状
を
正
し
く
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

欧
米
で
は
近
年
「Tim

e is B
rain

」 

(

時
は
脳
な
り)

な
ど
と
も
言
わ
れ
、

脳
卒
中
に
対
す
る
啓
蒙
運
動
が
盛

ん
で
す
が
、
実
際
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ

ム
と
言
わ
れ
る
発
症
３
時
間
以
内

に
治
療
が
開
始
で
き
る
患
者
さ
ん

　

脳
卒
中
に
対
す
る
外
科
的
治
療

に
は
、
大
き
く
分
け
て
「
脳
外
科
手

術
」
と
「
脳
血
管
内
手
術
」
の
二
種

類
が
あ
り
ま
す　

脳
外
科
手
術
と

し
て
は
脳
内
出
血
に
対
す
る
開
頭

血
腫
除
去
術
、
ク
モ
膜
下
出
血
に

対
し
て
は
開
頭
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術

（図
１
）、
脳
梗
塞
に
対
し
て
は
緊
急

　

脳
卒
中
と
は
脳
血
管
障
害
と
も

言
わ
れ
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た

り
、
あ
る
い
は
破
れ
た
り
し
て
脳
に

障
害
を
来
す
病
気
で
す
。
大
き
く

「
脳
梗
塞
」･

「
脳
出
血
」･

「
ク
モ
膜

下
出
血
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
（
下

図
）
。

　

こ
れ
ら
脳
卒
中
の
症
状
は
主
に

運
動
障
害
（
片
側
の
手
足
の
麻

痺
）
、
感
覚
障
害
（
痺
れ
や
痛
み
、

感
覚
低
下
な
ど
）
、
高
次
脳
機
能

障
害
（
言
葉
を
話
し
た
り
理
解
し

た
り
書
く
能
力
を
失
う
失
語
、
認

識
力
が
低
下
す
る
失
認
、
計
算
が

出
来
な
い
等
）
、
嚥
下
障
害
（
食
物

を
う
ま
く
飲
み
込
め
ず
、
誤
嚥
性

脳
卒
中
は
時
間
と
の
戦
い

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
の

意
義
に
つ
い
て

脳
卒
中
の
外
科
的
治
療

⼿始めに ⾼⾎圧から 治しましょう

糖尿病 放っておいたら 悔い残る

不整脈 ⾒つかり次第 すぐ受診

予防には タバコを⽌める 意志を持て

アルコール 控えめは薬 過ぎれば毒

⾼すぎる コレステロールも ⾒逃すな

お⾷事の 塩分・脂肪 控えめに

体⼒に あった運動 続けよう

万病の 引き⾦になる 太りすぎ

脳卒中 起きたらすぐに 病院へ

お薬は 勝⼿にやめず 相談を

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

番外

脳梗塞は脳の⾎管が詰まり、
その先の脳細胞に⾎液が流れ
なくなるため脳障害を来す病
気で、「ラクナ梗塞」・「アテロー
ム⾎栓性梗塞」・「⼼原性脳塞
栓」に 3 つに分類されます。

⼼原性脳塞栓症 ラクナ梗塞

脳の細い⾎管（直径1㎜以下）
に動脈硬化が起こって⽬詰まり
するものです。病巣は⼩さいで
すが、⿇痺や⾔語障害の症状が
強く出る場合があります。

アテローム⾎栓性梗塞

脳の太い⾎
管の内側に
コ レ ス テ
ロールや⾎⾎栓

アテローム

栓症 栓⼦

クモ膜下出⾎

脳内出⾎

主に⾼⾎圧などが原因で、脳
の⾎管が破れ出⾎し、固まっ
た⾎腫により脳が圧迫され障
害を来すものです。

脳の⾎管に出来た瘤（脳動脈
瘤）が破裂し、脳全体を覆っ
ているクモ膜の下に出⾎が広
がる事によって脳全体を圧迫
するもので、死亡率は⾮常に
⾼くなっています。

栓が溜まり、徐々に細く
なったところに⾎栓が出
来て詰まるものです。前
触れとなる発作がある事
が多いです。

⼼臓の不整脈などにより⼼臓
内に出来た⾎栓が、⾎流に運
ばれて脳に⾶んで脳⾎管を閉
塞するものです。

近
年
、
最
も
注
⽬
の

脳
⾎
管
内
⼿
術

　

脳
血
管
内
手
術
で
は
足
の
付
け

根
の
動
脈
か
ら
挿
入
し
た
カ
テ
ー

テ
ル
と
言
う
細
い
管
を
使
っ
て
血

管
の
内
側
か
ら
治
療
を
行
い
ま

す
。
頭
を
切
ら
ず
に
治
療
が
で

き
、
順
調
に
い
け
ば
治
療
翌
日
に

は
す
ぐ
に
動
け
る
よ
う
に
な
り
、

入
院
期
間
も
短
く
な
り
ま
す
。

　

M
erci

（
図
２
）
、pen

u
m

b
ra

な
ど

を
用
い
た
急
性
期
血
栓
溶
解
療

法
、
頚
動
脈
ス
テ
ン
ト
留
置
術(

Ｃ

Ａ
Ｓ)

、
脳
動
脈
瘤
に
対
す
る
ス
テ
ン

図３．⾎管内⼿術(コイル塞栓術）

図２．Merci による⾎栓回収
a)⾎栓遠位でMerciを展開。
b)⾎栓に引っ掛かりMerciが進展。 
 徐々に引っ張る。
c)⼿前まで引っ張りそのまま体外へ
 回収する。

図１．開頭クリッピング術
⾦属製のクリップで動脈瘤の
根本を挟んで⾎流を遮断。
⻑期的な成績も良好で、最も
スタンダードな治療法。

ト
を
用
い
た
コ
イ

ル
治
療
（
図
３
）

な
ど
、
最
先
端
の

マ
イ
ク
ロ
カ
テ
ー

テ
ル
を
用
い
て
、

よ
り
安
全
・
確
実

治
療
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
扱
う

に
は
十
分
な
経

験
と
資
格
が
必

要
で
す
。
当
院
で

は
上
野
、
蔵
本
の

は
、
い
ま
だ
に
数
％
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
こ
の
数
字
を
い
か
に
上
げ
て
い

く
か
が
今
後
の
重
要
な
課
題
で

す
。

　

脳
卒
中
発
症
の
原
因
に
は
、
食

生
活
の
乱
れ
・
飲
酒
・
喫
煙
・
運
動

不
足
・
睡
眠
不
足
・
ス
ト
レ
ス
な
ど

の
「
生
活
習
慣
の
乱
れ
」
が
深
く
関

与
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
放
置

す
る
と
、
脳
卒
中
の
最
大
の
危
険

因
子
で
あ
る
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高

脂
血
症
・
不
整
脈
・
肥
満
な
ど
の
生

活
習
慣
病
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
脳
卒

中
に
な
る
確
率
が
飛
躍
的
に
高
ま

り
ま
す
。
日
本
脳
卒
中
協
会
で
は

脳
卒
中
予
防
の
十
か
条
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

肺
炎
を
来
す
）

な
ど
で
、
ひ
と

た
び
脳
卒
中
に

陥
る
と
、
た
と

え
命
を
取
り
留

め
て
も
様
々
な

脳

障

害
が
残

存
し
、
日
常
生

活
が
大
き
く
阻

害
さ
れ
ま
す
。

　

今
や
脳
卒
中
は
寝
た
き
り
の
最

大
の
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
入
院
患

脳卒中の病型分類

者
さ
ん
は
人
口
10
万
人
当
た
り

１
５
６
人
と
非
常
に
多
く
、
死
亡

率
こ
そ
低
下
し
た
も
の
の
患
者
さ

ん
の
総
数
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
型
の
分
類
で
は
、
以
前
の

脳
出
血
に
代
わ
り
、
最
近
は
70
％

が
脳
梗
塞
で
す
。

バ
イ
パ
ス
術
、
緊
急
頚
動
脈
内
膜

剥
離
術
（
Ｃ
Ｅ
Ａ
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

基
本
的
に
は
開
頭
と
言
っ
て
頭

を
大
き
く
切
開
し
治
療
を
行
い
ま

す
。
大
き
く
切
開
し
広
い
術
野
で

治
療
す
る
分
、
安
全
で
確
実
性
は

増
し
ま
す
が
、
体
へ
の
負
担
は
大
き

く
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
神
経
内

視
鏡
を
用
い
た
よ
り
低
侵
襲
な
手

術
も
可
能
で
す
。
神
経
内
視
鏡
手

術
に
は
資
格
が
必
要
で
す
が
、
当

院
で
は
上
野
が
神
経
内
視
鏡
技
術

認
定
医
で
す
の
で
最
先
端
の
脳
外

科
手
術
法
を
ご
提
供
で
き
ま
す
。

ふ
た
り
が
脳
血
管
内
治
療
専
門
医

で
、
前
任
地
の
神
戸
市
立
医
療
セ

ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
で
十
分
な

経
験
を
積
ん
で
お
り
、
全
て
の
種

類
の
マ
イ
ク
ロ
カ
テ
ー
テ
ル
を
扱
え

る
資
格
も
取
得
し
て
お
り
ま
す
。

複
雑
・
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
は
、
神
戸

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病

院
よ
り
坂
井 

信
幸
部
長
は
じ
め
ス

タ
ッ
フ
が
来
院
し
、
共
同
で
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
今
後
、
最
新
式
の
Ｆ
Ｐ

Ｄ
式
脳
血
管
造
影(

ア
ン
ギ
オ)

装

置
が
導
入
さ
れ
、
脳
卒
中
集
中
治

療
室(

Ｓ
Ｃ
Ｕ)

が
開
設
と
な
り
ま

す
。
更
に
脳
卒
中
専
門
の
内
科
医

も
複
数
加
わ
る
予
定
で
、
ハ
ー
ド

面
で
も
ソ
フ
ト
面
で
も
本
格
的
な

「
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」
が
い
よ
い
よ
立

ち
上
が
り
ま
す
。

　

神
戸
の
地
域
の
皆
様
に
貢
献
す

べ
く
、
「
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
街　

神
戸
、
脳
卒
中
に
な
っ
て
も
困
ら

な
い
街　

神
戸
」
を
合
言
葉
に
、
よ

り
一
層
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

は
く
り

え
ん
げ

ご
え
ん
せ
い

の
う
こ
う
そ
く

け
っ
せ
ん
よ
う
か
い

り
ゅ
う

しんげんせいのうそくせんしょう




